
第8回宍粟市議会（定例会）において一般質問は3月10日・13日・

14日の3日間にわたり、24人の議員が質問に立ちました。
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教
育
長

宍粟市議会だより

問

答
建
設
計
画
と
１８
年
度
予
算
の

　
　
　
　
　
　
　
　
整
合
性

整
合
性
は
と
れ
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
判
断

春
名
　
哲
夫
　
議
員

問問

問 市
長

市
長

市
長

問

答
社
会
保
障

市
独
自
の
上
乗
せ
施
策
を

国
の
状
況
を
見
な
が
ら

　
　
　
　
対
応
し
ま
す

山
下
　
由
美
　
議
員

　
　
　
　
今
年
の
6
月
提
案

　
　
　
予
定
の
宍
粟
市
建
設

計
画
に
は
、
ど
ん
な
団
体
、

委
員
会
、
協
議
会
等
で
、
ど

の
程
度
市
民
参
画
と
言
え
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
職
員
プ
ロ
ジ

　
　
　
　
　
ェ
ク
ト
で
素
案

を
つ
く
り
、
そ
れ
を
基
に
一

つ
が
８
名
の
住
民
部
会
に
於

い
て
検
討
を
お
願
い
し
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
６
つ
の
住
民

部
会
と
も
全
体
的
な
見
地
か

ら
活
発
な
提
案
等
を
出
さ
れ
、

夜
お
そ
く
ま
で
議
論
い
た
だ

い
て
い
る
。
後
に
策
定
委
員

会
に
か
け
、
更
に
は
２０
名
に

よ
る
総
合
計
画
審
議
会
で
答

申
を
い
た
だ
き
、
市
議
会
に

提
案
し
た
い
。

　
　
　
　
計
画
審
議
会
の
報

　
　
　
酬
が
本
年
度
５２
万
円

も
計
上
さ
れ
て
い
る
。
本
来

私
は
そ
の
振
興
計
画
に
基
づ

い
て
そ
の
年
の
予
算
を
決
定

し
た
り
す
る
も
の
と
思
っ
て

い
る
。
振
興
計
画
6
月
故
に
、

建
設
計
画
と
１８
年
度
予
算
の

整
合
は
。

　
　
　
　
　
　
行
財
政
改
革

　
　
　
　
　
初
年
度
と
位
置

付
け
し
、
総
合
計
画
に
盛
り

込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
思

い
で
、
変
更
の
な
い
で
あ
ろ

う
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
つ

き
ま
し
て
は
１８
年
度
予
算
に

繰
り
入
れ
て
き
た
の
で
整
合

性
は
と
れ
て
い
る
と
判
断
し

て
い
る
。

　
　
　
　
協
議
会
、
審
議
会

　
　
　
に
支
払
う
報
酬
の
あ

り
方
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺

い
た
い
。

　
　
　
　
　
謝
礼
と
し
て
報

　
　
　
　
　
償
金
等
が
あ
る
。

問

答
学
校
を
選
ぶ
選
択
制
の

　
　
　
　
　
　
　
導
入
は

学
校
の
あ
り
方
の
中
で

　
　
　
　
　
　
検
討
を

岡
田
　
初
雄
　
議
員

問市
長

問問

問問

教
育
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

　
　
　
　
地
域
に
あ
っ
た
特

　
　
　
殊
性
、
独
自
性
を
尊

重
す
る
教
育
を
考
え
る
時
、

子
供
達
、
保
護
者
の
皆
様
が

学
ば
せ
た
い
所
で
、
学
び
た

い
事
を
学
ぶ
事
の
出
来
る
学

校
を
選
ぶ
事
も
教
育
の
資
質

の
向
上
、
学
力
の
向
上
に
な

る
と
考
え
ま
す
。
全
国
で
は

小
学
校
で
１４
　
6
％
、
中
学

校
で
２０
　
6
％
が
、
実
施
及

び
検
討
中
で
あ
り
ま
す
。
少

子
化
の
進
む
中
で
子
供
達
の

教
育
、
学
校
運
営
を
考
え
る

時
、
そ
の
手
法
、
手
段
に
学

校
選
択
制
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
小
規
模
校
、

　
　
　
　
　
地
域
性
の
問
題
、

子
供
の
想
い
、
保
護
者
の
想

い
、
学
校
の
あ
り
方
を
考
え

る
点
か
ら
は
、
選
択
制
の
考

え
方
も
あ
る
と
云
う
事
の
検

討
も
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
競
争
原
理

　
　
　
　
　
　
を
教
育
に
導

入
す
る
と
云
う
事
で
、
学
校

教
育
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

視
点
か
ら
、
導
入
さ
れ
た
と

認
識
し
て
い
る
。
通
学
区
の

変
更
は
、
教
育
委
員
会
が
決

定
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、

選
択
制
に
つ
い
て
は
児
童
、

生
徒
、
保
護
者
、
教
師
等
、

身
近
で
切
実
な
問
題
だ
け
に
、

当
事
者
の
正
し
い
理
解
と
認

識
が
必
要
で
あ
る
。
現
時
点

で
は
時
期
尚
早
と
思
う
が
、

基
本
的
な
事
は
充
分
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

・

・

乳
幼
児
医
療
費
の
無
料

化
を

　
　
　
　
「
姫
路
市
に
住
む

　
　
　
友
人
は
2
歳
ま
で
無

料
な
の
で
無
料
に
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
す
。

無
料
制
度
を
充
実
す
る
べ
き

で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
現
状
で

　
　
　
　
　
　
　
は
困
難
で

す
。

障
害
者
の
負
担
増
、
独

自
軽
減
を

　
　
　
　
障
害
者
自
立
支
援

　
　
　
法
が
実
施
さ
れ
福
祉

サ
ー
ビ
ス
を
使
え
ば
１
割
の

利
用
料
が
い
る
。
負
担
上
限

額
が
あ
る
と
は
い
え
、
９０
％

以
上
の
人
が
無
料
で
あ
っ
た

こ
と
を
考
え
る
と
生
活
の
圧

迫
や
社
会
参
加
の
制
限
は
さ

け
ら
れ
な
い
。
市
独
自
で
軽

減
策
を
つ
く
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
施

　
　
　
　
　
　
　
策
に
合
わ

せ
ま
す
。
 

介
護
保
険
料
を
下
げ
る

努
力
を

　
　
　
　
旧
山
崎
町
で
３５
　

　
　
　
5
％
旧
千
種
町
で
４４

　
8
％
の
値
上
げ
は
生
活
を

圧
迫
す
る
。
保
険
料
は
年
金

か
ら
天
引
き
さ
れ
て
も
、
サ

ー
ビ
ス
利
用
時
に
お
金
が
い

る
の
で
利
用
で
き
な
い
人
が

増
加
す
る
。
そ
の
た
め
一
般

会
計
を
繰
り
入
れ
て
保
険
料

を
下
げ
て
い
る
自
治
体
も
あ

る
。
繰
り
入
れ
に
よ
り
保
険

料
を
下
げ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
基
本
の

　
　
　
　
　
　
　
ル
ー
ル
に

従
っ
て
繰
り
入
れ
は
し
ま
せ

ん
。
 

　
　
　
　
情
報
公
開
の
た
め

　
　
　
図
書
館
に
議
案
書
や

例
規
集
の
設
置
を
。

　
　
　
　
　
　
　
議
案
書
は

　
　
　
　
　
　
図
書
館
で
閲

覧
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

例
規
集
は
４
月
よ
り
、市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
ま
す
。

・

・


